
















































なわれたことは、董卓期の混乱状態とは対照的 あ 。こうした経過の中、献帝 よる祭祀、儀礼にも変化がみる。まず、 『後漢書』献帝紀・初平四年冬十月条に、
（初平四年）冬十月、太学行礼、車駕幸永福城門、臨観其儀、賜博士以下各有差。
とある。初平四年冬十月 太学で儀礼をおこない、献帝が自らこれに臨んだ。後漢における太学の儀礼には、光武帝による経学講論と養老礼とがあったことを確認できる。前者の儀礼は、魏晋期以降の釋奠儀礼との関連も指摘 れいるが、皇帝臨席による経学講論の場は明帝期に辟雍へ 移っているため
（９）
、献帝期の事例が経学講論に当たるものと











えられる。霊帝期のものと異 る点は、この時献帝が詔を発し、罷免されるはずであった下位者に対しても、太子舎人に取り立てる、という措置がとられたことである。詔にもあるように、後漢末において、太学生が官途に就くことは難しく、多くが高齢 なってから、郷里に帰って郡吏となる とどまっていた。また、李賢注には、
劉艾献帝紀曰、時長安中為之謡曰、頭白皓然、食不充糧、裹衣蹇裳、当還故郷、聖王愍念悉用補郎舍、是布衣被服玄黄。




























の議も起こすことはなかった。こののち何皇后は董卓 毒殺されるが、文昭陵に合葬される。そこで献帝は、興平への改元と元服を期に、王美人への追尊と改葬 おこなうことで、実母の地位向上を図ったものと考えられる。また、これに先立って献帝は王美人の兄王斌とその妻子を長安に召喚 た。すなわち、 『後漢書』皇后紀下・ 紀に
帝求母王美人兄斌、斌将妻子詣長安、賜第宅田業、拝奉車都尉。





































及董卓被誅、傕、汜作乱、雋時猶在中牟。陶謙以雋名臣、数有戦功、可委 大事 乃与諸豪桀共推雋為太師 因移檄牧伯、同討李 等、奉迎天子。乃奏記於雋曰、… 国家既遭董卓 重以李傕、郭汜之禍、幼主劫執、忠良殘敝、長安隔絶 不知吉凶。是以臨官尹人、搢紳有識、莫不憂懼、以為自非明哲雄覇之士 曷能剋済禍乱。…。雋曰、以君召臣、義不俟駕、況天子詔乎。且傕、汜小豎 樊稠庸児、無他遠略 又埶力相敵、変難必作。吾乗其間、大事可済。遂辞謙議而就傕徵 復為太僕 謙等遂罷。
とある。 中牟に滞在していた朱儁に対して、 徐州刺史陶謙ら在地の豪族が、 朱儁に送った檄文である。 この中では、 李傕、郭汜の乱によって、長安が隔絶されている、という。前述のような広範囲に渡る撫順がおこなわれていることや、これが檄文であるという点を考えれば、実際の状況をそのまま伝えたものとは考え難い。しかしすくなくとも、李傕らによる専権が一部では批判的に捉 られていたことは確認 きよう。したがって、董卓のような簒奪への志向は確認できないものの、李傕、郭汜の専権 董卓期と同様のかたちで継続していたものと考えられ 。　
このように、 李傕らは将軍という立場を保持しつつ、 政治に介入していた。ところが、 李傕個人は祭祀に関して、 『三
国志』魏書巻六・董卓伝 裴注に、








































































には「並与奉、承持政」とあり、二人が政治の主導権を握っていたこと うかがえる。こ よう して、安邑を仮の都とする体制ができつつ ったものと考えられる。　
年が明けると、 『後漢書』献帝紀・建安元年春正月癸酉条に、
建安元年春正月癸酉、郊祀上帝於安邑、大赦天下、改元建安。








でおこなわれるべき祭祀であることを考えれば、安邑での郊祀は、祭祀の本来的な性格への回帰とも理解できよう。無論、それは献帝 唯一無二の天子である 前提とする。そのため、献帝を輔弼する楊奉らはもちろん、事態の経過を観察する他の群雄にとっても、安邑での郊祀 いかにして認識するかということが、献帝を後漢の天子として認識するか否かの分岐点ともなり得たのではなかったか。こうした考察に大過がなければ、献帝は自らを巡って董卓の旧幕僚が争いを繰り広げる中、自らの健在と天子としての威光を、郊祀を通して誇示し、献帝を後漢の天子とし奉ずるか否かの選択 、天下に対して突きつけたことになる。　
ところが、実態として安邑における献帝の境遇は、天子にふさわしいものとは言えなかった。というのも、蝗害が
























とあるように 長安以来、朝廷の混乱のために途絶えていた宗廟社稷の制度が整 られたという。その具体的状況は判然 しないが、長安、安邑 洛陽での窮乏し 状況から考え ば、郊祀も含めて、それぞれ 祭祀が通常通りおこなわれていたとは考え難い。許昌という安定した都を得て、そうした祭祀が本来の形に整備されはじめたものとみるべきであろう。　
李傕と郭汜との間の主導権争いは、献帝の身柄を巡る争いに発展する。長安における政治の主導権が、献帝を輔弼










の形成と、実母の地位向上にともなう、皇帝―外戚という権力構造への回帰とを目的としていた可能性を指摘した。献帝は祭祀を通して、即 以来不安定であった皇帝権 強化を志向したものと考えられる。この方向性 董卓期にもみられたものであるが、献帝の施策は祭祀 儀礼を通してそれを独自に継続、発展させ ものといえよう。　
こうした中、李傕は政治に介入することはありつつも、祭祀に介入していた様子はみられない。李傕には独自の祭
祀観があり、儒家的な祭祀への理解が薄かった のとみられる。また、李傕の 力は董卓による献帝輔弼 延長線上にあり、献帝の皇 権そのものを否定することができなか 。それらの理由から、祭祀を媒介として独自 権力構築を企図する に対して、李傕は直接的な介入をすることがなか 考えられる。　
しかし、こののち李傕、郭汜による主導権争いが起 り、献帝の身柄を巡る争いに発展する。争いは董卓の旧幕僚






なったのは、一面では献帝 皇帝権を担保するものであった董卓が誅滅された後、献帝自身がいかにして独自の権力を構築するか、ということが、当該期における課題であった いうことである。こうした課題に直面する中で、祭祀、儀礼の挙行を通して、霊帝との直接的な継承関係と、太学生や実母の外戚を引き込んだ権力構造とが形成されたもと考えられる。これ 当該期の混乱状態の中である程度そ 目的を達成したものとみられる。こののち、曹操が献帝を許昌に迎えた段階で 礼制の再建 新 な課題 なってく る。この様にして見 場合、当該期の混乱の中で、献帝が 制を通して独自の皇 権を模索し それが一定の成果を収めたことで、漢魏禅譲の基盤が作り上げられたものと考えられるのであ が 詳細な検討は今後 課題とした 。　註
（1）主な研究として、西嶋定生「皇帝支配の成立」 （ 『岩波講座世界歴史』岩波書店、一九七〇） 、
　
板野長八『古代中










秩序構造―』岩波書店、一九七九所収。 ） 、 「中国の即位儀礼」 （ 『東アジア世界における日本古代史講座第九巻
　
東アジアにおける儀礼と国家』学生社、一九八二） 、西嶋定生「漢代における即位儀礼」 （ 『榎博士還暦記念東洋史論叢』山川出版社、一九七五）渡邊義浩「漢魏における皇帝即位と天子即位」 （ 『東洋研究』一六五、 二〇〇七、のち、同氏注（１）前掲書所収。 参照。祭天については 郊祀との関連とともに論じられており、小島毅
　「郊
祀制度の変遷」 （ 『東洋文化研究所紀要』一〇八、 一九八九）妹尾達彦「帝国の宇宙論―中華帝国の祭天儀礼―」（ 『王権のコスモロジー』弘文堂、一九九八） 、目黒杏子
　「後漢郊祀制と「元始故事」 」 （ 『九州大学東洋史論集』
三六、 二〇〇八）金子氏『古代中国と皇帝祭祀 （汲古書院、二〇〇一） 、 『中 古代皇帝祭祀の研究』 岩波書店、二〇〇 ）などが挙げられる。（1）石井仁「漢末州牧考」 （ 『秋大史学』三八、 一九九二） 、また、拙稿「蔡邕の廟制改革と董卓」 （ 『鴨台史学』に投稿、二〇一八）では 献帝の即位を不当とする山東の反乱に対して、董卓専権下の長安では元号や廟制の改変などを通して、霊帝と献帝との直接的な継承関係を、献帝即位の正当性として利用して たことを指摘した。（4）『後漢書』献帝紀・初平三年夏四月辛巳条夏四月辛巳、誅董卓、夷三族。司徒王允録尚書事、総朝政、遣使者張种撫慰山東。（5）『後漢書』献帝紀・初平三年五月条
　　





























 : 漢代の儒敎的皇后論」 （ 『東洋史研究』六一－二、 二〇〇二）参照。





















復相与和、追及 於弘農之曹陽。奉急招河東故白波帥韓暹、胡才 李楽等合、与傕、汜大戦。奉兵敗、傕等縦兵殺公卿百官 略宮人入弘農。
　
天子走陝、北渡河、失輜重、歩行、唯皇后貴人従、至大陽、止人家屋中。奉、












癸卯、安国将軍張楊為大司馬、韓暹為将軍、楊奉為車騎将軍。（11）『三国志』魏書巻十四・董昭伝建安元年、 太祖定黃巾于許、 遣使詣河東。 会天子還洛陽、 韓暹、 楊奉、 董承及楊各違戾不和。 昭以奉兵馬最強而少党援、作太祖書与奉曰 吾与 聞名慕義、便推赤心 今将軍抜万乗之艱難、反之旧都、翼佐之功、超世無疇、何其休哉。方今群凶猾夏、四海未寧、神器至重 事在維輔、必須衆賢以清王軌、誠非一人所能独建。心腹四支、実相恃賴、一物不備、則有闕焉。将軍当為內主 吾為外援。今吾有糧 将軍有兵、有無相通、足以相済、死生契闊 相与共之。奉得書喜悦、語諸将軍曰、兗州諸軍近在許耳、有兵有糧、国家所当依仰也。遂共表太祖為鎮東将軍、襲父爵費亭侯、昭遷符節令。（11）『後漢書』献帝紀・建安元年夏六月庚申条庚申、遷都許。己巳、幸曹操営。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
二〇
